
▲外国語指導助手

　マシュー・ラッセルさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもの時に、「チキンリキン」というおもしろい物語を読ん
　　　　　　　　　　　　　　　　でもらった。シンプルな話だけど、元々はインドの仏教の物語で、
　　　　　　　　　　　　　　　　深い意味も含まれている。簡単に紹介する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ある日、ひよこが森をさんぽしていると、どんぐりが頭におち
　　　　　　　　　　　　　　　　てきた。ひよこはとてもおどろいた。そして、あう友だちみんな
に「空がおちてくる」といった。みんなおどろいて、王さまにそのことをしらせに行った。とちゅう
でおなかがすいている動物とあって食べられそうになったりするがなんとかにげて、やっと王さまの
所までたどりついた。ところが、どんぐりを見た王さまに、「空がおちてきたわけではないので、心
配ない」といわれた。みんなはほっとして、自分たちのあわてぶりをはんせいした。

　剣道をしている私は、この話がとても気に入っている。この話が伝えたいのは、平常心を保つこと
の大切さだ。人間は、よく分からないもの、理解できないことに出合ったら、どんなに小さなことで
も最初は怖いと思ってしまう。この気持ちに負けて、普段はできることでもできなくなってしまう。
また、いつもならしないような間違いをして、他の人や自分を傷つけてしまうこともある。しかし、
分からないことにあっても、おびえる前によく考えたら、真実が見えてくるだろう。恐ろしいことで
はないとわかるだろう。そうすれば、「空は落ちてなんか来ない。慌てることはない」と簡単に認識
できる。落ち着いて、まわりをゆったりと見渡せる人間になれたら、地に足をつけて一歩一歩前進し
ていけるだろう。心も広くなるし…。
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